
応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒 989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月 15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t

㉄農林課　☎22-1253
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～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～

直売所紹介「馬牛沼産直センター」
　斎川地区の生産者が手がける自慢の農産物や加工品を販売。
地元で収穫した朝どりの新鮮野菜が人気です。毎年好評の「新
米まつり」は、10月17日（土）～31日（土）に開催。蔵王のお
いしい水と粘土質で作られた「斎川米」の新米をお得に入手
できる機会です。皆さんぜひお越しください！
●営業時間　火・木・土・日　9：00～12：00
●住　　所　�斎川字馬牛１－３（国道４号沿い馬牛沼付近）�

☎25-0520

伝承遊び「こま回し」と交流
こじゅうろうキッズランド8周年記念イベント

　8月22日、こじゅうろうキッズランドで全日本
独
こ

楽
ま

回しの会会長の安
あん

藤
どう

正
まさ

樹
き

名人によるこま回
しイベントが開催されました。これは、8月21日
に8周年を迎えたこじゅろうキッズランドの記念
イベントとして実施。来場者は目の前で披露され
る名人芸に目を奪われるとともに、名人からこま
の回し方を学ぶなど、伝承遊びと触れ合いました。

野球を通して深まる絆
海老名・白石姉妹都市親善少年野球交流大会

　8月22日、姉妹都市の神奈川県海老名市か
ら少年野球選抜チームが白石市を訪れ、益岡公
園野球場で交流大会が開催されました。大会
は、スポーツを通して両市の子どもたちの友情
と相互理解を深めることを目的に行われていま
す。当日は、選手たちが元気いっぱいにプレー
し、会場から大きな歓声が上がりました。

力士の技と気迫に酔いしれて
令和八年夏巡業　大相撲白石場所

　8月9日、ホワイトキューブで「令和八年夏巡業　
大相撲白石場所」が28年ぶりに開催されました。
この日は、宮城県栗原市出身の前頭・時疾風関など
110人の力士が参加。会場には朝から多くの観客が
詰めかけ、取組での力士たちのぶつかり合う音や、
間近で見るダイナミックな技の数々に、観客からは
大きな歓声と割れんばかりの拍手が送られました。

　この日は、白石三
さん

省
せい

塾
じゅく

柔道スポーツ少年団と白
石空手道スポーツ少年団の子どもたちが力士に胸
を借りて元気に稽古に励むコーナーも設けられ、
大きな力士たちに勇敢に立ち向かっていく子ども
たちに温かい声援が送られました。会場に響き
渡った大きな歓声と熱気は、訪れた人たちの心に
刻まれる思い出となり、特別な一日となりました。

市内の農産物
直売所情報▶

▲安藤名人（中央）にこまの回し方を教わる子どもたち▲白石市選抜チーム（左）と海老名市選抜チーム（右）が並ぶ

▲�地元の方から市外の方まで、
幅広いお客さんが利用して
います

▲�看板と赤いのぼり
が目印です

１_子どもたちはプロの強さと温もりを肌で感じました　２_地元宮城県で力強い取組を
披露する時

とき
疾
はや て
風関（右）　３_圧倒的な存在感を放つ横綱・大

おお
の里
さと
関の土俵入り
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